
 
 
 

国際教養学科 
 

アンソニー・スミス   横尾 元意    斉藤 えい  
浅野 浩子    芳野 総子    山田 恵  
大本 泉    賈 軍        熊谷 治子  
砂澤 健治    熊谷 健二      
矢口 洋生    遊佐 重樹      
          

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ   ア ンソ ニー ・ス ミ ス 

氏   名  アンソニー・スミス 
職   名  教授 

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位  修士(文学)   

（大学名）      立正大学           （取得年月） 1979 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1. 世界の神話 

 

 

 

2. シネマ・イングリッシュ 

 

 

 

 

3. 英語による授業 

 

 

2004～ 

 

 

 

2006～ 

 

 

 

 

2006 

神話とは何かを学習させるうえで、その前提となるヨーロッパ史の知識に

まで言及した適切なテキストが皆無であったため、独自のプリント教材を

作成し、授業を展開している。 

 

公開講座において２回にわたり、独自のプリント教材を使用して「シネマ・

イングリッシュ」の授業を行った。「シネマ・イングリッシュⅠ・Ⅱ」では、この

経験を踏まえ、これまでのプリント教材をより充実させて、活用していきた

い。 

 

「オーラル・イングリッシュ」との差異化を図る目的で、国際教養学科にお

ける特色ある科目の一つとして「英語による授業（セミナー・イン・イングリ

ッシュ）」の開講を提唱した。世界の歴史や文化をテーマに、ディスカッショ

ンを含め授業を展開していくことを目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

1. ウィリアム サローヤンー作品を支えた宗教観 

 

 

2.映画フィールドオブドリームズにみる「啓示・予言・

復活」 

 

3.「癒し」への昇華―映画「フォレストガンプ」の場合

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

1997.9 

 

 

1998.2 

 

 

2000.1 

 

 

 

仙台白百合短期大学 

カトリック研究所論集第 3 号 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 2 号 

 

仙台白百合短期大学 

カトリック研究所論集第 4 号 

   

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

1. How & Why Encyclopedia 

 

2.“A Lifetime”by Hatsuo Kitamura 

 

3.“The Sudden Shower”by Hisashi Honda 

単訳 

 

単訳 

 

単訳 

 

1975.3 

 

1992.3 

 

1993.3 

Field Enterprises 

 

“Poetry Nippon”Nos.100 

 

“Poetry Nippon”Nos.101&102

   

 

12-13 頁 

 

33 頁 

       

 

 

 

 

 

 

 



 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

［講演］ 

1.やさしさの表現―外国と日本― 

 

2.英語論文の書き方（１）題目の付け方、要旨・緒言に関する表題と組立て 

 

 

3.やさしさの表現―外国と日本― 

 

 

 

4.英語論文の書き方―日・英語表現の違いー 

 

 

5.英語論文の書き方―Plagiarism についてー 

 

 

6.日常生活を彩る聖人たち 

 

 

 

7.共生としての教養 

 

 

8.リーダーとしての心構え 

 

9.共生の時代ー親と子のコミュニケーションー 

 

10.学都仙台サテライトキャンパス・リカレント講座 

 （英語によるビジネスコミュニケーション） 

 

11.学都仙台サテライトキャンパス・ネットワーク講座 

 （シネマ・イングリッシュ：「ローマの休日」を題材に） 

 

1997.11 

 

1997.12 

 

 

1998.2 

 

 

 

1998.11 

 

 

1999.11 

 

 

2000.1 

 

 

 

2001.6 

 

 

2004.2 

 

2004.6 

 

2005.9〜10 

（全５回） 

 

2006.6〜7 

（全７回） 

 

小牛田町文化会館（宮城県古川市民委員研修） 

 

（社）日本セラミック協会（於：東京工業大学） 

セラミック英語セミナーにおいて講座担当 

 

多賀城市社会福祉センター 

多賀城市中央 T 区及び西部地区民生児童委員・多賀城市福祉事

務所関係職員 

 

（社）日本セラミック協会（於：京都工芸繊維大学） 

セラミック英語セミナーにおいて講座担当 

 

（社）日本セラミック協会（於：東京工業大学） 

セラミック英語セミナーにおいて講座担当 

 

仙台白百合女子大学・短期大学カトリック研究所 

（於：仙台白百合女子大学） 

オープン・セミナー「カトリック的人間教育―新世紀をめざして」 

 

仙台白百合女子大学・短期大学 

公開講座「国際化時代における教養とは」 

 

宮城県市町村自治振興センター 研修指導者フォロー研修 

 

多賀城市文化センター 

 

高等教育ネットワーク仙台 

 

 

高等教育ネットワーク仙台 



 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

東北英文学会 

日本カトリック教育学会 

 1992 

1993 

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

1991.4 ROTARY  INTERNATIONAL 国際ロータリー 第 2760 区 常任選考委員（〜1995.3） 

1998.4 東北大学文学部 非常勤講師（〜2000.3） 

1998.4 日本大学通信教育部 スクーリング担当講師（〜2000.3） 

2001.4 東北学院大学文学部 非常勤講師（〜2006.3） 

2002.4 日本育英会 宮城支部 第一種奨学生予約採用面接官（～2005.3） 

2004.4 仙台市泉警察署協議会委員（〜2007.3） 

 

 

 

 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    アサ ノ  ヒロ コ 

氏   名  浅 野 浩 子  
職   名  教授 

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位   学術修士    

 (大学名）     東北学院大学         （取得年月） 1998 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.教育内容・方法の工夫 

「ビジネス・インターンシップ」科目履修上における履修科目の指定 

 

 

 

 

 

2.作成した教科書、教材、参考書 

ビジネス実務事例研究 

 

 

 

3.教育方法・教育実践に関する発表、講演 

キャリア教育としてのビジネス・インターンシップ 

 

 

 

 

 

2004.4～ 

 

 

 

 

 

 

2000.4 

 

 

 

 
2006.1 

 

「ビジネス・インターンシップ」は、企業等において一定期間（３年次夏期休

暇中）就業体験を行うものであるが、各履修科目で得られた知識や技能を

企業等の受け入れ現場でどう発揮できるかの認知体験化を図ることが目

的の一つとなっている。そのため科目受講生には上級秘書士取得見込み

者で、しかも「国際ビジネス論」他履修科目をいくつか指定している。 

 

 

演習ワークブック教材として執筆。 

実践的なビジネスの基本能力開発を主眼にまとめ、ビジネスの実務能力

が育成できるよう工夫してある。 

 

 

国際教養学科において、2004 年度から３年次生を対象に科目を設置、単

位化し実施しているビジネス・インターンシッププログラムを分析・検証し、

課題を明らかにしたうえで、キャリア教育としてのインターンシップの今後

の在り方について検討、今後の実施における改善点を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1.  ビジネス実務事例研究 

 

 

 

 

［論文］ 

1. 「東北地方におけるビジネス・インターンシップ制

度の課題」 

 

 

2. サンドウィッチシステムにおける就業体験―訓練

学習合意の事例をとおしてー 

 

3. キャリア教育としてのビジネス・インターンシップ 

 

 

4. 地方都市における公的機関主導による人材育 

成支援事業 

  ―仙台市産業振興事業団の独自性― 

 

 

［その他］ 

１. 実践経営辞典 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

 

2000.4 

 

 

 

 

 

2002.3 

 

 

 

2004.8 

 

 

2006.1 

 

 

2008.9 

 

 

 

 

 

2006.7 

 

学文社 

 

 

 

 

 

日本ビジネス実務学会 

ビジネス実務論集（第 20 号） 

 

 

日本国際秘書学会研究年報 

（第１１号） 

 

仙台白百合女子大学紀要(第

10 号) 

 

実践経営（第４５号） 

 

 

 

 

 

櫻門書房 

 

菊地史子 

福永昌彦 

 

 

 

 

植竹由美子、

菊地史子、 

小林紀子 

 

 

 

 

植竹由美子 

 

 

植竹由美子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践経営学会編 

執筆者数 143 名 

 

 

30-37,40-41, 

43-51,68-71, 

74-83,86-89, 

94-95 頁 

 

 

65-74 頁 

 

 

 

50-66 頁 

 

 

89-104 頁 

 

 

111-118 頁 

 

 

 

 

 

94,169,170- 

171 頁 

 

 

 

 

 



 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

１. サンドウィッチシステムにおける実習協約の事例 

 

2. 地方都市における公的機関主導による人材育成支援事業 

  ―仙台市産業振興事業団の独自性― 

2003.8 

 

2007.9 

日本国際秘書学会第 12 回全国大会 

 

実践経営学会第 50 回全国大会 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本ビジネス実務学会 

実践経営学会 

 

日本観光学会 

日本秘書教育学会 

日本ホスピタリティマネジメント学会 

日本国際秘書学会 

 

 

2000.10～2002.9  理事 2002.9～2005.8  幹事

2005.9～現在 理事 

 

1986.4～  

1993.4～  

 

1994.4～  

1995.4～  

1998.4～  

2003.6 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

３．特記事項 

（財）日本秘書協会秘書エッセイコンテスト審査員：エッセイの審査 

文部科学省認定秘書技能検定試験審査員：文部科学省認定秘書技能検定試験準１級面接試験の審査および合否の一次判定 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    オオ モト  イズミ 

氏   名   大 本  泉 
職   名  教授 

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位  修士(文学)    

（大学名）      日本女子大学        （取得年月） 1984 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1. 多様化した学生の価値観に即したカリキュラムと指標となる授業展開 

 

 

 

 

 

2. 映像による学習の動機づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.資格取得の動機づけ 

 

 

 

 

 

4. 文献資料への取り組み修得 

 

 

 1997.4～ 

 

 

 

 

 

1997.4～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1997.4～ 

 

 

 

 

 

2002.9～ 

 

 

本学には、いわゆる文学部はない。読書習慣のない学生にも興味が持て

るように、以前所属していた健康栄養学科の学生のニーズに対応した＜

食文化＞、福祉系の学生の専門に関連する＜老い＞、或いは、＜環境＞

＜恋愛＞いう視点等のように、本学のような女子大学の学生がもつべき

問題意識を明確にした授業展開を工夫した。 

 

文系学科の場合、＜大学＞という学び舎の四年間は、徹底的な文献講読

の方法修得という学習目標があると思われる。他方、研究対象の領域に

よってはヴィジュアルな方法をもって研究を推進していくべきものも生じて

きた。文学の授業では、作家の閲歴をコンパクトにまとめたヴィデオ鑑賞

で知識を増やしたり、映画になったヴィデオを鑑賞し、その後で原典の文

芸作品との比較検討をさせたり、日本文化の授業では、歌舞伎等の伝統

芸能や「千と千尋の神隠し」等のヴィデオを導入し、教員の解説・講義の

みならず、ディベートとレポート執筆等の展開によって、理解力・判断力・プ

レゼンテーション能力等の学習の深化をのぞんだ。 

 

日本語表現の授業におけることばの習得の一指針として、漢字検定受験

を薦めている。若干の学生が３級を既に取得してはいるものの、文章表現

の基盤となる正しい日本語を理解するためにも、高校卒業程度の力を要

する２級を薦め、その内容を分析・解説し、模擬テストも行っている。 

 

 

最近の学生の読書離れが、問題になっているようである。文学の授業で

は、最初の 10 分間を,そして、日本文化の授業では、断続的 3 週間にわた

り、20 分間を文学作品あるいは資料を精読する時間帯として設けた。 



 

 

5.日本語教育 

 

 

 

 

 

6.生涯教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1998.3 

 

 

2007.4 

 

 

1999.9 

 

 

 

2000.9 

 

 

 

 

 

2001.6 

 

 

 

 

2001.9～10 

 

 

 

 

 

2004.2 

 

 

 

 

 

 

短期間ではあったが、大真大学校（大韓民国）にて日本語教育に参画し

た。 

 

2006 年度から本格的に準備をし、ワーキンググループ（計 4 人）の責任者

として準備を進め、本学の「日本語教員養成課程」たちあげに携わった。 

 

「司馬遼太郎の思想と文学『坂の上の雲』」仙台市の要請で司馬遼太郎の

文学について講演した。定員の２倍近く上回る受講者数となり、司馬文学

ブームを実感した（於 仙台市長命ヶ丘センター）。 

 

「司馬遼太郎の作品『竜馬がゆく』『殉死』を中心に」前年度に引き続き、仙

台市の要請で司馬遼太郎の文学について講演した。昨年以上に、４０歳

代から９０歳代の受講者という年齢層がひろがり、質疑応答の時間も活発

に展開された（於 仙台市長命ヶ丘センター）。後、これらの研究及び実践

の成果として、論文にまとめた。 

 

「国際化における『教養』とはー新世紀に仙台白百合女子大学が目指すも

のー」仙台白百合女子大学平成 13 年度春季公開講座シンポジウムにお

いて、２００２年度に開設される国際教養学科教員３名と「教養」とは何か

という問題に即してディスカッションした。 

 

「－小説のごちそうー」（「有島武郎『一房の葡萄』を読む」「志賀直哉の『小

僧の神様』を読む」「C.W.ニコルの『勇魚』を読む」）仙台市南光台市民セン

ター生涯学習事業の要請で、３回にわたって講演。受講者のほとんどが

女性ということで、関心があると思われる＜食文化＞、＜教育問題＞等と

連動する文学のおもしろさを指摘した。（於 仙台市南光台市民センター） 

 

「司馬遼太郎の世界」仙台市八木山市民センターにおける八木山大学・望

洋大学受講者にとっての最後の講義として、司馬遼太郎がみつめていた

日本・日本人とはどのようなものだったかについて、それぞれ２日にわたっ

て論じた。資料として配布した参考資料についての掘り下げた質問もあ

り、生涯教育のレベルの高さを改めて認識した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科書執筆］ 

1.『日本の文学とことば』 

 

 

 

 

2.『向田邦子鑑賞事典』 

 

 

 

3.『女性文学を学ぶ人のために』 

 

 

4.『枕草子大事典』 

 

 

 

2004.6～2005.2

 

 

 

2004.11 

 

 

 

 

 

 

2006.3 

 

 

 

  

 

 

1998.3 

 

 

 

 

2000.7 

 

 

 

2000.1 

 

 

2001.4 

 

 

 

「土曜柏木文学サロン ～昔の恋愛・今の恋愛」仙台市柏木市民センター

生涯学習事業の企画による文学研究。読書会に 3 回出講し、日本近・現

代文学における恋愛小説の妙味を分析した。 

 

「<夢の『キッチン』>から夢の共生社会へ ―吉本ばなな『キッチン』の<え

り子さん>を視座として―」（「男女共同参画社会ノススメ ―赤ちゃんから

高齢者まで―」仙台白百合女子大学／高等教育ネットワーク・仙台 2004

年度第 2 回公開講座）人権が尊重される男女共同参画社会の実現という

課題について、文学の領域から論じた。他 3 名の教員は、それぞれ社会

学・心理学・法学の立場から切り込んだ。（於仙台白百合女子大学） 

 

「文学に見られる介護」（「しおがま男女共同参画フォーラム」塩釜市主催）

社会学・心理学の専門領域である本学教員とともに、「男女共同参画社会

における介護」というテーマで、文学の立場から３つの文学作品をとおして

論じた。（於塩釜市エスプホール） 

 

 

 

古代から現代までの日本の文学を視野において、時代の思潮や文学の

発達と展開の歴史的跡づけが容易にできるように工夫されたテキスト。近

代・現代文学の「四 批評の自立文芸思潮の様相」にて、主に大正期の評

論について論じた。 

 

向田邦子の文学を学ぶ人のための参考書の性質もある事典。『思い出ト

ランプ』の「だらだら坂」、『霊長類ヒト科動物図鑑』を担当した。本学では、

２００１年度講義用参考書として使用。 

 

フェミニズムの視点から文学を照射したテキスト。富岡多恵子の文学を論

じた。本学では、２００１年度講義用参考書として使用。 

 

清少納言『枕草子』の初めての事典であり、参考書でもある。大正期から

現代にいたる文学において『枕草子』の影響をどのように受けているかを

論じた。本学では、２００１年度講義用参考書として紹介した。 

 



 

5.『技術立国ニッポンの文学』 

 

 

 

 

 

6.『名作の食卓 ―文学に見る食文化』 

 

 

7.『日本語表現 演習と発展』 

2003.3 

 

 

 

 

 

2005.9 

 

 

2007.5 

経済・政治・社会制度等が複雑に関わっている（技術）という観点から選択

した文学作品（ルポルタージュも含む）に触れることによって、近代の産業

のありようが概観できることを目標に編纂されたテキストである。レイチェ

ル・カーソン『沈黙の春』を担当。２００４年度後期の「人間と文学」で使用し

た。 

 

「食」を通して文学を読み解く、日本近現代の名作文学鑑賞入門書。

2005・2006 年度後期の「人間と文学」で使用した。 

 

日本語の基本的な知識を学び、社会認識の客観的視点や論理性の獲

得、およびコミュニケーションにおける説得力ある表現技法をもつために

著された高専・短大・大学生用テキスト。2007 年度前期の「日本語表現

Ⅰ」で使用した。後半の発展編は、2007 年度後期「日本語表現Ⅱ」にても

使用する予定である。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1.技術立国ニッポンの文学 

 

2.日本現代小説大事典 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.日本女子大学に学んだ文学者たち 

 

4.名作の食卓―文学に見る食文化 

 

共著 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

単著 

 

2003.3 

 

2004.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004.11 

 

2005.9 

 

鼎書房 

 

明治書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

翰林書房 

 

角川学芸出版 

 

 

 

千葉正昭・田中実編

他 23 名 

 

浅井清・佐藤勝編他

331 人 

 

 

 

 

 

 

青木生子・岩淵宏子

編他  

 

 

256-257 頁 

 

 

230-231,392-

393,794,840-8

41,1060,1141-

1142,1275,132

5-1326,1341,1

367,1371,1374

頁 

 

127‐140 頁 

 

全 247 頁 



 

 

5.日本語表現 演習と発展 

 

 

［論文］ 

1.正宗白鳥『玉突屋』論 ―その開かれてくるもの

（のち学術文献刊行会編『国文学年次別論文集

平成十七（2005）年版』朋文出版に再録予定） 

 

2.『貴婦人Ａの蘇生』―閉じられた世界から開かれ

る世界へ― 

 

3.『花弁を光に透かして』―<髙樹のぶ子>を光に透

かしてみるとき― 

 

 

 

［その他］ 

1.思い出のきつねうどんー壺井栄『二十四の瞳』－ 

 

 

2.千魚の誘惑―遠藤周作『沈黙』－ 

 

 

3.腐れ縁の文学―織田作之助『夫婦善哉』－ 

 

 

4.はかない氷白玉への思いー永井荷風『濹東綺譚』

－ 

 

 

5.母性愛の文学―岡本かの子『鮨』－ 

 

 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

2007.5 

 

 

 

2005.３ 

 

 

 

2005.11 

 

 

2006.8 

 

 

 

 

 

2002.4 

 

 

2002.5 

 

 

2002.6 

 

 

2002.7 

 

 

 

2002.8 

 

 

 

明治書院 

 

 

 

いわき明星大学人文学部紀

要 第 18 号 

 

 

高根沢紀子編『現代女性作家

読本② 小川洋子』（鼎書房） 

 

与那覇恵子編『現代女性作家

読本⑥ 髙樹のぶ子』（鼎書

房） 

 

 

 

東京有名百味会｢百味｣第 45

巻第 4 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 45

巻第 5 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 45

巻第 6 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 45

巻第 7 号 

 

 

東京有名百味会｢百味｣第 45

巻第 8 号 

 

 

大本泉・後藤康二・千

葉正昭編他 3 名 

 

32-43,69-76,1

22-141 頁 

 

 

１-10 頁 

 

 

 

124－127 頁 

 

 

148-151 頁 

 

 

 

 

 

12-14 頁 

 

 

12-14 頁 

 

 

12-14 頁 

 

 

12-15 頁 

 

 

 

10-13 頁 

 

 



 

6.芸術としての美食―谷崎潤一郎『美食倶楽部』－

 

 

7.形而上としての果実―宮崎賢治『やまなし』－ 

 

 

8.嗅覚による再生―林芙美子『うなぎ』を読むー 

 

 

9.『欠落感』の文学―村上龍『村上龍料理小説集』

－ 

 

10.越境する＜とんかつ＞－三浦哲郎『とんかつ』を

読むー 

 

11.カニバリズムへのまなざしー野上彌生子『海神

丸』を読むー 

 

12.<饅頭＞の意味するものー横光利一『蠅』を読む

ー 

 

13.ごちそうとしてのカレーー村井弦齋『食道楽』を読

むー 

 

14.揺れる＜りんご＞－向田邦子『りんごの皮』を読

むー 

 

15.食べることと生きることー正岡子規『仰臥漫録』

の場合― 

 

 

16.『土』の豊かさー長塚節『土』の食生活― 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

2002.9 

 

 

2002.10 

 

 

2002.11 

 

 

2002.12 

 

 

2003.1 

 

2003.2 

 

2003.3 

 

 

2003.4 

 

    2003.5 

 

    2003.6 

 

 

 

2003.7 

 

 

東京有名百味会｢百味｣第 45

巻第 9 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 45

巻第 10 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 45

巻第 11 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 45

巻第 12 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 1 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 2 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 3 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 4 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 5 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 6 号 

 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 7 号 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-12 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

12-15 頁 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

 

10-13 頁 

 

 



 

17.＜真桑瓜＞の重みー正宗白鳥『牛部屋の臭ひ』

を読むー 

 

18.甘いレモンの匂いー佐多稲子『キャラメル工場か

ら』－ 

 

19.清涼剤としてのアイスクリームー平林たい子『こ

ういう女』－ 

 

20.＜調和＞への憧憬―矢田津世子『茶粥の記』を

読むー 

 

21.牛乳を飲む＜神様＞－上林暁『聖ヨハネ病院に

て』を読むー 

 

22.＜贅沢＞という美学―森茉莉『贅沢貧乏』－ 

 

 

23.救済としての＜過去＞－大原富枝『珈琲館影

絵』－ 

 

24.食べられることを拒絶したチョコレートー稲垣足

穂『チョコレット』を読むー 

 

25.日本女子大学に学んだ文学者たち［年表］ 

 

 

 

26.「食い物の恨み」はおそろしい ―東郷隆『貧窮

豆腐』を読む― 

 

27.日常に潜む孤独 ―江國香織「ねぎを刻む」を中

心に― 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

2003.8 

 

 

2003.9 

 

 

2003.10 

 

 

2003.11 

 

 

2003.12 

 

 

2004.1 

 

 

2004.2 

 

 

2004.3 

 

 

2004..3 

 

 

 

2004.4 

 

 

2004.5 

 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 8 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 9 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 10 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 11 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 46

巻第 12 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 47

巻第 1 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 47

巻第 2 号 

 

東京有名百味会｢百味｣第 47

巻第 3 号 

 

日本女子大学文学部日本文

学科研究室岩淵（倉田）研究

室 

 

東京有名百味会「百味」第 47

巻第４号 

 

東京有名百味会「百味」第 47

巻第 5 号 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 



 

28.忘憂の料理 ―檀一雄『火宅の人』を読む― 

 

 

29.<思想>する文学 ―国木田独歩『牛肉と馬鈴薯』

を読む― 

 

30.弱者へのまなざし ―小川未明『煎餅売』を読む

― 

 

31.夏蜜柑のすっぱさ ―徳富蘆花『不如帰』を読む

― 

 

32.蜜柑と生きる ―有吉佐和子『有田川』― 

 

 

33.「私」の「空想」の光景 ―吉行淳之介『食卓の光

景』を読む― 

 

34.「道理」の教え ―幸田露伴『鹹加減』『水の味』

を通して― 

 

35.人心掌握としての<食> ―池波正太郎『鬼平犯

科帳』― 

 

36.「プール一杯分」のビール ―村上春樹『風の歌

を聴け』― 

 

37.「天ぷら」からの恋愛 ―中里恒子『時雨の記』―

 

 

 

38.「コカコラ」の甘さ―三島由紀夫『仮面の告白』―

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

2004.6 

 

 

2004.7 

 

 

2004.8 

 

 

2004.9 

 

 

2004.10 

 

 

2004.11 

 

 

2004.12 

 

 

2005.2 

 

 

2005.3 

 

 

2005.10 

 

 

 

2005.11 

 

 

東京有名百味会「百味」第 47

巻第 6 号 

 

東京有名百味会「百味」第 47

巻第 7 号 

 

東京有名百味会「百味」第 47

巻第 8 号 

 

東京有名百味会「百味」第 47

巻第 9 号 

 

東京有名百味会「百味」第 47

巻第 10 号 

 

東京有名百味会「百味」第 47

巻第 11 号 

 

東京有名百味会「百味」第 47

巻第 12 号 

 

東京有名百味会「百味」第 48

巻第 2 号 

 

東京有名百味会「百味」第 48

巻第 3 号 

 

東京有名百味会「百味」第 48

巻第 10 号 

 

 

東京有名百味会「百味」第 48

巻第 11 号 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

 

10-13 頁 

 

 



 

39.岩淵宏子他編「編年体女性文学史」 

 

 

40.「もの喰う女」と「物」になってしまった者 ―武田

泰淳『もの喰う女』― 

 

41.かなしい「進化」 ―森鴎外『牛鍋』― 

 

 

42.太宰文学の酒 ―『酒の追憶』を中心に― 

 

 

43.漱石と蕎麦 

 

 

44.「食卓」＝「家族」という神話 ―円地文子『食卓

のない家』を読む― 

 

 

45.酸味を拒むレモン ―梶井基次郎『檸檬』を読む

― 

 

46.介護者のアイデンティティの模索 ―坂上弘『台

所』を読む― 

 

47.時間のねじれの中で ―小川洋子『冷めない紅

茶』を読む― 

 

48.荒誕の景色 ―辺見庸『ゆで卵』を読む― 

 

 

49.おにぎりへの願い ―群ようこ『かもめ食堂』を読

む― 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

2005.11 

 

 

2005.12 

 

 

2006.1 

 

 

2006.2 

 

 

2006.2 

 

 

2006.3 

 

 

 

2006.4 

 

 

2006.5 

 

 

2006.6 

 

 

2006.7 

 

 

2006.8 

 

 

別冊『国文学 解釈と鑑賞』至

文堂 

 

東京有名百味会「百味」第 48

巻第 12 号 

 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 1 号 

 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 2 号 

 

（社）日本麺類業団体連合会

「めん」第 55 巻 2 月号 

 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 3 号 

 

 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 4 号 

 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 5 号 

 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 6 号 

 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 7 号 

 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 8 号 

 

88-93 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

10-13 頁 

 

 

2 

 

 

10-13 頁 

 

 

 

10-13 頁 

 

 

12－15 頁 

 

 

12－15 頁 

 

 

12－15 頁 

 

 

12-15 頁 

 

 



 

50.「台所」から<近代>へ ―島崎藤村『家』を読む

― 

 

51.男性解放の料理 ―田辺聖子『オムライスはお

好き？』を読む― 

 

52.女性として生きることの困難 ―松本侑子『巨食

症の明けない夜明け』を読む― 

 

53.「朗かな」蜜柑 ―芥川龍之介『蜜柑』を読む― 

 

 

54.二十円」の羹 ―夏目漱石『山鳥』を読む― 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

2006.9 

 

 

2006.10 

 

 

2006.11 

 

 

2006.12 

 

 

2007.1 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 9 号 

 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 10 号 

 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 11 号 

 

東京有名百味会「百味」第 49

巻第 12 号 

 

東京有名百味会「百味」第 50

巻第 1 号 

 

12-15 頁 

 

 

12-15 頁 

 

 

12-15 頁 

 

 

12-15 頁 

 

 

12-15 頁 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1.正宗白鳥とキリスト教 

 

2.正宗白鳥『微光』論 

 

3.正宗白鳥の初期文学 

 

4.正宗白鳥『玉突屋』を読む 

 

 

1997.11 

 

1998.6 

 

1999.12 

 

2003.8 

 

 

キリスト教文学会東北支部 青年文化センター 

 

日本近代文学会東北支部 山形大学 

 

大正文学会 片平市民センター 

 

日本近代文学会北海道・東北地区合同研究集会青森大会  

青森県立図書館 

  



 

5.日本語教育における文学教材の可能性 ―三浦哲郎『とんかつ』をとおして― 2006.11 東北アジア文化学会 釜慶大学校（韓国） 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本近代文学会 運営委員 

森鴎外記念会 

日本文学協会   

日本近代文学会東北支部会  

日本ペンクラブ 

東北アジア文化学会 

日本語教育方法学会 

 

 1982.5（1986～1988） 

1989.6 

1990.2 

1995.5 

2002.2 

2005.6 

2006.9 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

（ボランティア） 

医療奉仕団にてのボランティア活動（マニラ市・イロイロ市）およびインターナショナルロータリークラブ（マニラ市）における文化交流（2002.7.12～2002.7.16） 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    スナ ザワ ケン  ジ  

氏   名   砂 澤 健 治 
職   名   教授 

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位   文学修士   

 (大学名)     東北学院大学       （取得年月） 1987 年 3 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.  「イングリッシュ・グラマーⅠ・Ⅱ」におけるエクセルの利用 

 

2.  「ヨーロッパの歴史と文化Ⅰ」における視聴覚授業の実践 

 

3.  「言語文化論Ⅰ・Ⅱ」における視聴覚授業の実践 

2006.4 

 

2006.4 

 

2008.4 

 

エクセルを利用した得点ランキング表の作成。 

 

中世ヨーロッパの歴史・文化の理解のため、海外で製作されたシリーズも

のの DVD の利用。 

ＢＢＣ製作の「ことばのルーツを求めて」や、「書物 5000 年」（丸善）などの 

ＶＨＳ教材の活用。 

 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1. 『英語史研究ノート』 

 

［論文］ 

1.  ME vout の用法 

 

 

2. Chaucer における “face” の同義語 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

2008.12 

 

 

2004.1 

 

 

2006.1 

 

 

開文社出版 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 8 号 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 10 号 

 

 

 

 

田島松治・末松信子

編 

 

125-128， 

180‐182 頁 

 

11-19 頁 

 

 

69-78 頁 

翻訳 



 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

           

                                

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

 

1.  Late ME における “neck” の同義語について 

 

2005.12 

 

日本中世英語英文学会 第 21 回全国大会（筑波大学） 

 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本中世英語英文学会 

東北英文学会 

日本英文学会 

日本英語学会 

英語史研究会 

西洋中世学会 

東支部幹事（2005 年度より） 1984.7 

1990.4 

1990.5 

1994.11 

1999.4 

2008.9 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

2006 年 4 月より 2009 年 3 月まで、スーパー・イングリッシュ・ラングエッジ・ハイスクール （SELHi） の運営指導委員（於：茨城県立高萩高等学校）を務める。 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ヤ  グチ ヨ  ブ 

氏   名   矢 口 洋 生 
職   名  教授 

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位  平和研究修士 

 (大学名）    ゴーシェン・ビブリカル・セミナリー  

（取得年月）1986 年 5 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

   

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

キリスト教礼拝・礼拝学事典 

［論文］ 

無抵抗と非暴力 

 

共著 

 

単著 

 

2006.2 

 

2004.1 

 

日本基督教団出版局 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 8 号 

 

 

 

（編集者）今橋朗、竹

内謙太郎、越川弘英 

 

451-452 頁 

 

165-174 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合） 

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

1. ｷﾞﾘｼｬ人には愚かなれど 単訳 2007.2 新教出版社   1-206 頁 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1. ﾆｭｰﾋﾞｷﾞﾝの福音的文化批評 2007.6 2007 年度日本宣教学会全国大会 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

北海道アメリカ文学会 

日本現代英米詩協会 

日本キリスト教文学会 

東北英文学会 

東北アメリカ学会 

 

 

東北支部事務局長(1990～）支部長（2006～） 

1988 

1988 

1989 

1989 

1991 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

３．特記事項 

 

 



 

 自 己 点 検 表  

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ヨコ  オ  モト  イ 

氏   名   横 尾 元 意 
職   名  教授 

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位  文学修士    

(大学名）     東北学院大学        （取得年月） 1979 年 3 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.英語購読用テキストの作成 1986 

 

イギリス児童文学の代表作品 K.Grahame の The Wind in the Willows(1908) 

の本筋をまとめて註を付して共著にて篠崎書林より発行した。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

1. 英国道徳劇における「良心」の役割の変遷 

―英国ルネサンス悲劇の生成との関連においてー

 

2.宮廷風恋愛の伝統とイタリア･ルネサンスの女性

観 

 

 

3. イギリス初期悲劇｢アﾂピアスとヴァージニア｣の

形成 

 

4. 「ｱﾂピアスとヴァージニア」の形成―イギリス・

ルネサンス初期悲劇の生成をめぐってー 

5.  

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

1998 

 

 

2003 

 

 

 

2006 

 

 

2008 

 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 2 号（1997） 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 7 号(2002) 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 11 号(2005) 

 

東北英文学会第 62 回大会 

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

43-55 頁 

 

 

125-138 頁 

 

 

 

119-127 頁 

 

 

１－８頁 

 



 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

「アッピアスとヴァージニア」の形成―イギリス・ルネサンス初期悲劇の生成をめ

ぐって 

2007・11・17 東北英文学会（日本英文学会東北支部）第 62 回大会（山形大学） 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本英文学会 

日本英文学会北海道支部 

日本中世英語英文学会 

東北英文学会 

 

 

 

 

 

1973 

1981 

1981 

1973 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

東北学院大学文学部英文学科非常勤講師（エﾂセイ・ライテｲング I ,II） 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ヨシ ノ  サト    コ 

氏   名   芳 野 総 子 
職   名  教授 

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位  文学修士   

 (大学名）     上智大学           （取得年月） 1972 年 3 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1. Enjoy Business English! 2004.2 

 

現在、「ビジネス・イングリッシュ」という科目で使用しているテクストであ

る。このテクストは、主に「上級秘書士」資格取得を目指す履修者を対象

に書かれたものであり、実際、秘書的業務の基本的事項を全般的にカバ

ーし、学生の実務能力を身に付けさせるための非常に役立っている。内

容は、英語を使っての来客応対や電話応対、簡単な英文レターやメール

の書き方など、英語の実際を徹底的に習得させるように工夫されている。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1. Tomoshibi Light Collected Poetry by Emperor 
  Akihito and Empress Michiko 

 

2. Enjoy Business English! 
 

［論文］ 

1.The Return of The Native 再考―Eustacia の死を

中心に― 

 

2. A Laodicean にみる Nathaniel Hawthorne の影響

 

3. トマス･ハーディ作品研究―ゴシック小説として読

 

共著 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

単著 

 

1991.3 

 

 

2004.2 

 

 

1996.3 

 

 

2000.3 

 

2001.1 

 

淡交ウェザヒル出版社  

第 1 版 

 

三修社 第 1 版 

 

 

仙台白百合女子大学紀要  

創刊号 

 

『ハーディ研究』第 26 号 

 

仙台白百合女子大学紀要 

 

 

 

 

植竹由美子 

 

 

マリ･フィロメーヌ他 

13 名 

 

58－61 頁 

 

 

24‐43、64‐69 

頁 

 

89－99 頁 

 

 

68‐80 頁 

 

1‐10 頁 



 

む「萎えた腕」 

 

4. A Note on the Souｒces of Thomas Hardy's A 
Group of Noble Dames  

 

5. The Tragedy of Unfulfilled Aims―The plot and 

  structure of Jude the Obscure― 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

 

2003.1  

 

 

    2008.3 

第 5 号 

 

仙台白百合女子大学紀要  

第７号 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 13 号 

 

 

 

141‐149 頁 

 

 

107－122 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

1. ‘Things and Words’ by Tei Fujiwara 

 
2. ‘To the North’ by Teruyo Tusbosaka 

単訳 

 

単訳 

1990.9 

 

1991.3 

Poetry Nippon No. 92 

 

Poetry Nippon Nos. 93-4 

 

 

Jose Civasaqui、5 名 

 

Jose Civasaqui、7 名 

14 頁 

 

10－11 頁 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1. A Laodicean にみるナサニエル・ホーソンの影響 

 

1999.10 日本ハーディ協会第 42 回全国大会（於：東京女子大学） 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

東北英文学会 

サウンディングズ英語英文学会 

上智英文学会 

日本ギャスケル協会 

日本ハーディ協会 

大学英語教育学会 

日本英文学会 

日英・英語教育学会 

評議員 

 

評議員 

1979.4 

1982.4 

1982.4 

1989.4 

1989.4 

1990.4 

1995.4 

1998.4 

 



 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

2008.6.29―7.19 : Oxford University, Exeter College において開催された Summer Programme in English Literature 2008 に参加。 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ     ｶ   ｸﾞﾝ 

氏   名   賈 軍 
職   名   准教授 

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位  経済学博士   

(大学名）     立正大学           （取得年月） 2003 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

レジュメと PowerPoint による授業 

 

 

原子力発電所見学の実施 

 

 

 

 

中国語検定准 4 級合格者 12 名、4 級合格者 1 名 

2005.4～ 

 

 

2006.2 

 

 

 

 

2006.11 

「生活と経済」の授業において、身近な生活現象を取り上げて作成したレジュメ

を配布し、それをテキストとして活用している。 

 

3 年次～4 年次のゼミ生を対象に、東北電力女川原子力発電所を見学した。原

子力は少ない燃料で大量の電気を作ることができ、地球温暖化の原因となる

二酸化炭素を排出せず、またエネルギーセキュリティ確保のためにも非常に有

効であることを体感させた。 

 

中国語検定試験に対応できる語学力を養成するため、集中トレーニングを行

い、DVD 教材等を使用し、生の中国語に触れることで聴解力を強化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

「中国の SOx 排出量とエネルギー経済の課題」古賀弘義

編『日本産業と中国経済の新世紀』 

 

［論文］ 

1．山西省の経済発展―成長メカニズムの変容とそ

のパフォーマンス 

 

2．中国北方エネルギー基地における経済成長―石

炭による環境問題に関する研究 

 

3．（中国語）「荀子道徳教育的主体性思想」（荀子

の道徳教育における主要思想） 

 

4．（中国語）怎様教日本学生 an 和 uan 的発音（日

本人学生に an と uan の発音を教えるポイント） 

 

5.「中国における二酸化硫黄抑制政策の基礎的検

討-山西省の火力発電所に関する脱硫装置普及の

課題」 

 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

2004.3 

 

 

 

    2000.2 

 

 

    2001.11 

 

 

2002.6 

 

 

2003.6 

 

 

 

2006.2 

 

唯学書房 

 

 

 

東京国際大学大学院経済学

研究科編『経済研究』第 2 号 

 

東京国際大学大学院経済学

研究科編『経済研究』第 4 号 

 

教育科学研究編集部編『教育

科学研究』総第 115 期 

 

『山西大学学報』 

哲学社会出版社第 26 巻 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 10 号 

 

古賀弘義他 

18 名 

 

 

 

245-258 頁 

 

 

 

91-110 頁 

 

 

135-147 頁 

 

 

19-24 頁 

 

 

 

106-108 頁 

 

 

 

41-52 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

林仲卿著｢中国郷鎮企業的成長与未来｣（中国郷鎮

企業の発展とその展望）  

藤井光男編著『東アジアにおける国際分業と技術

移転』 

単訳 2001.2 ミネルヴァ書房 

  

278-289 頁 

 

 



 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

   

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

アジア経営学会 

東アジア産業研究会 

会員 

会員 

2003 年 4 月～現在に至る 

2000 年 4 月～現在に至る 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

仙台白百合女子大学リカレント講座「ビジネス中国語会話」（5 回） 2006 年 6 月～2006 年 7 月 

オンキャンパス社会人講座 「始めての中国語」（10 回） 2007 年 5 月～2007 年 8 月 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    クマ ガイ ケン ジ 

氏   名   熊 谷 健 二 
職   名  准教授 

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位  修士（理学）   

(大学名）     広島大学           （取得年月） 1993 年 3 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

１．表計算ソフト操作法の動画コンテンツの作成 

 

 

２．授業ビデオの学内ネットワーク配信 

 

 

３．学習管理システム（LMS）を利用した e ラーニングの実施 

 

 

４．アルゴリズム理解のためのアニメーションの作成 

2003.4 

 

2004.10 

 

2006.10 

 

 

2008.4 

表計算ソフトウェアの操作方法を動画にし、Web ページから閲覧できるよう

にした。 

 

授業をビデオで撮影し、学内ネットワークを介して、学生が授業後にホー

ムページから視聴することができるようにした。 

 

LMS を利用して出席登録、教材提示・配付、課題提出、課題へのコメント

提示などを行った。 

 

プログラミングに必要なアルゴリズムを理解するためのアニメーションを作

成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

［論文］ 

1.A Study of Collision Frequency and Particle 

Density in Ultrarelativistic Nuclear Collisions by an 

Event Generator URASiMA 

 

2.Study of Pion-Source Size in Relativistic Nuclear 

Collisions 

 

3.Bose-Einstein Correlation of  Kaon Pairs from 

Heavy-Ion Collisions at CERN Energy 

 

4.量子効果を利用した情報処理 

 

5．アハ体験の記憶における効果の検討 

 

6．ヘブライ語の学習過程における文字と単語の

記憶成績の変化 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

共著 

 

共著 

 

 

1995.3 

 

 

 

1998 

 

 

1999 

 

 

2004.2 

 

2007.3 

 

2008.3 

 

 

J.Phys.Soc,Jpn 64 

 

 

 

Commun in Theor. Phys. 29 

 

 

Commun. in Theor. Phys.31 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 8 号 

人間の発達 第 2 号 

 

人間の発達 第３号 

 

 

 

Schin Date 

他 3 名 

 

 

Yu-Ming 

Zheng 他 2 名

 

Yu-Ming 

Zheng 他 3 名

 

 

 

大道直人 

他 4 名 

大道直人 

他３名 

 

  

 

766-776 頁 

 

 

 

257-264 頁 

 

 

251-254 頁 

 

 

101-114 頁 

 

49－58 頁 

 

55-63 頁 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

   

 

 



 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本物理学会 

情報処理学会 

日本教育工学会 

 1993.6 

2000.12 

2006.1 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

  2004.4～ 情報システム管理室長 

2004.4～ TOPIC 仙台白百合女子大学ネットワーク運用責任者 

  2004.4～ JPNIC 仙台白百合女子大学ネットワーク運用責任者 

  2005.4～2008.3 独立行政法人国立病院機構 仙台医療センター附属仙台看護助産学校 非常勤講師 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ユ  サ  シゲ キ 

氏   名   遊 佐 重 樹 
職   名  准教授 

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位  英語教授法修士 

(大学名）    University of San Francisco  

（取得年月） 1995 年 8 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1. 英語の授業におけるプレゼンテーションソフトの活用（毎年、内容更新） 

 

 

 

2. “Using Presentation Software in English Writing Classes”（研究ノート・ 

  仙台白百合女子大学紀要第 4 号・単著・109-116） 

 

 

3. 教育研究課題「普通教室で行うマルチメディア授業の実践（英作文）」 

 

 

4. “You Gotta Have “Ma”： Using Transition Effects as ‘Pause’”  

  （Computer-Using Educators 学会国際大会） 

 

 

 

5. 「私の授業改善への取り組み」（本学 FD 研修会講師） 

1997.4 

 

 

 

2000.1 

 

 

 

2000.11 

 

 

2001.10 

 

 

 

 

2008.9 

英語の授業におけるプレゼンテーションソフトの活用に着目し、以来、全て

の担当授業において、プレゼンテーションソフトで作成した自作教材を使

用している。受講学生からの評価も大変良好である。（〜現在） 

 

コンピュータを語学教育に利用する方法を考える中で、プレゼンテーション

ソフトを利用した英作文指導の方法と成果を、本学紀要の研究ノートに纏

めた。 

 

上記内容をどの普通教室でも行えるよう、私立大学経常費補助金特別補

助（特色ある教育研究の推進）を申請し、その研究課題が認められた。 

 

マルチメディア教育・研究を進める中で、プレゼンテーションソフトの画面を

切り替えるタイミングと日本の伝統的概念としての「間」の関係に着目し、

最新テクノロジーと伝統文化との結びつきについて発表を行った。発表内

容は日頃の授業の中にも生かしている。 

 

最新のプレゼンテーションソフトを活用した授業の取り組みについて発表

するとともに、パネルディスカッションにおいてパネリストを務めた。 

 

 

 

 

 



 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

1. "English Grammar for Teachers in Elementary 

  Schools" 

 

2. "The Introduction of Foreign Languages to  

  Elementary Schools" 

 

3. 「Hawthorne とシェーカー －"The Shaker 

  Bridal"を中心にー」 

 

4. “MA-rvellous” 

 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

1997.1 

 

 

1998.1 

 

 

2000.1 

 

 

2005.1 

 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

創刊号 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 2 号 

 

仙台白百合短期大学 

カトリック研究所論集第 4 号 

 

English Teaching Professionals
Issue 36 

 

 

 

 

 

 

 

79-87 頁 

 

 

67-73 頁 

 

 

33-40 頁 

 

 

13-14 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1. 「小学校英語担当教員のための英文法」（単） 

 

2. "You Gotta Have “Ma”： Using Transition Effects as 'Pause'"（単） 

 

 

3. "Paulinian Education in Japan"（共） 

 

1996.9 

 

2001.10 

 

 

2008.5 

東北英文学会第 51 回大会（秋田） 

 

Computer-Using Educators 学会国際大会 

（アメリカ・カリフォルニア州・サクラメント） 

 

第 4 回国際 SPC 教育者学会（フィリピン・パッシグ） 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

California Teachers of English to Speakers of Other Languages 

Teachers of English to Speakers of Other Languages 

California Association for Bilingual Education 

日本英文学会 

東北英文学会 

大学英語教育学会 

日本カトリック教育学会 

日本ナサニエル・ホーソーン協会 

アメリカ学会 

 

 

 

 

 

 

 

国際渉外室委員（1999.4〜2005.3） 

1994.9 

1994.10 

1994.10 

1996.5 

1996.6 

1996.6 

1996.9 

1997.4 

1997.6 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

1.日本私立学校振興・共済事

業団 

2000 特 色 あ る 教 育

研究の推進 

普通教室で行うマルチメディア授業の実践（英作文） 1,000,000 

 

 

 

 

 



 

３．特記事項 

1996.4 仙台白百合短期大学英語科 兼任講師（〜2003.3） 

1996.8 仙台白百合女子大学パンフレットの英語への翻訳を行った。 

1997.4 本学の教育理念および建学の精神に沿った海外研修旅行（イタリア・フランス巡礼旅行）を企画し、以後、毎年この研修旅行の企画、手配および業務を担当した。 

     （〜2007.3） （2007.4 からは、国際交流センターの業務として、2009.3 まで担当） 

1997.8 仙台白百合短期大学パンフレットの英語への翻訳を行った。 

1998.2 「イタリア・フランス巡礼旅行」旅行団を引率した。 

1998.4 東北学院大学経済学部 非常勤講師（〜2000.3） 

1998.7.31-9.12 ドイツ・ハイデルベルク大学にてドイツ語研修に参加。初級外国語教授法の研究。同時に、早期外国語教育に関する資料を収集した。 

1999.2 「イタリア・フランス巡礼旅行」旅行団を引率した。 

1999.4 東北大学歯学部 非常勤講師（〜2004.3） 

2000.2 「イタリア・フランス研修旅行」旅行団を引率した。 

2000.3 女子大、短大統合にともなう将来構想準備委員会作業グループのメンバーとして、新学科（国際教養学科）設置のための検討・準備を行った。 

2000.4 東北大学全学教育 非常勤講師（〜2009.3） 

2001.7.28-9.8 イタリア・ペルージャ大学にてイタリア語研修に参加。また、マルチメディア語学教育においてイタリアの最先端であるアッシジ語学学校にて Chiuchiu 校  

長（元ペルージャ大学外国語学部長）の授業を見学し、マルチメディアを利用した語学教授法のあり方について研究した。 

2001.9 マルチメディア語学教育を充実させるため、旧来の LL 教室をマルチメディア教室に改装した。「私立大学等研究設備整備費等補助金」 

2001.11 『一本の四季桜を愛でて』鈴木宣明編（聖母文庫）の中の『ニ千万分の一』71-80 頁を執筆。聖書を引用しながら、自分の留学体験について執筆した。 

2002.4 イタリア語サークル『チャオ』の顧問として、約 50 名の学生に週１回、イタリア語の指導を行うとともに、イタリア文化などを教えている。（〜現在） 

2002.4 新設の国際教養学科で毎年実施される現地実習（短期海外研修旅行）の企画、手配および業務を担当した。（〜2007.3）（2007.4 からは、国際交流センターの業務 

     として、2009.3 まで担当） 

2002.4 健康栄養学科の教育目標に合致した食文化研究の旅（短期海外研修旅行）を企画し、以後、毎年実施されるこの研修旅行の企画、手配、および業務を担当した。 

     （〜2007.3） （2007.4 からは、国際交流センターの業務として、2009.3 まで担当） 

2002.5 仙台白百合女子大学新学科体制に関するパンフレットの英語への翻訳を行った。 

2002.10 仙台白百合女子大学新学科体制発足記念式典・講演会（三笠宮崇仁・寛仁親王殿下）内容の英語への翻訳を行った。 

2002.12 「食文化研究の旅：イタリア・スローフードの旅」旅行団を引率した。 

2003.2 「仙台白百合女子大学カトリック研究所論集」第７号の中の『放蕩息子だった遊佐少年』149-155 頁を執筆。聖書を引用しながら、自分の人生経験について執筆し 

     た。 

2003.4 姉妹校の仙台白百合学園高等学校がス−パ−・イングリッシュ・ランゲ−ジ・ハイスクールに指定され、運営指導委員の委嘱を受けた。以後、同校の英語授業の運営 

     に対する助言および指導を行った。（〜2006.3） 

2003.6 学報『リスブラン』第 42 号の編集長を務めた。 

2003.12 学報『リスブラン』第 43 号の編集長を務めた。 

2004.2 「仙台白百合女子大学カトリック研究所論集」第８号の中の『ご先祖様の不思議』183-188 頁を執筆。聖書を引用しながら、留学中の出来事について執筆した。 

2004.4 （財）日本道路サービス機構の施設管理アドバイザーとして、高速道路サービスエリアのサービス向上に関する調査・助言を行った。（〜2005.3） 



 

2004.6 学報『リスブラン』第 44 号の編集長を務めた。 

2004.8 高齢者福祉複合施設「カリタスの丘」パンフレット「創立を記念して」の英語への翻訳を行った。 

2004.9 「国際教養現地実習：カリフォルニア大学リバーサイド校」旅行団を引率した。 

2004.12 学報『リスブラン』第 45 号の編集長を務めた。 

2005.2 「仙台白百合女子大学カトリック研究所論集」第９号の中の『貧しさがもたらす幸福』163-167 頁を執筆。聖書を引用しながら、自分の人生経験について執筆した。 

2005.3 高齢者福祉複合施設「カリタスの丘」パンフレットの英語への翻訳を行った。 

2005.6 仙台白百合女子大学に国際交流センターを設置するための検討を行い、規程を作成し、国際交流センター開設のための事前準備を行った。（〜2007.3） 

2005.6 学報『リスブラン』第 46 号の編集長を務めた。 

2005.12 学報『リスブラン』第 47 号の編集長を務めた。 

2006.2 「イタリア・フランス研修旅行」旅行団を引率した。 

2006.3 学報『リスブラン』第 48 号（開学 10 周年記念特集号）の編集長を務めた。 

2006.9 宮城県岩出山高等学校で実施された進路別ガイダンスの講師として、同校２年生を対象に大学における英語の模擬授業を行った。 

2006.9 河北新報社による取材を受け、「小学校英語必修化」の内容で特集記事が掲載された。（河北新報 2006.9.15 夕刊） 

2006.9 マルチメディア語学教育を充実させるため、普通教室５室（３・４号館）をマルチメディア教室に改装するためのコーディネーターを務めた。「私立大学等研究設備 

     整備費等補助金」 （〜2007.9） 

2007.2 「仙台白百合女子大学カトリック研究所論集」第１１号の中の『聖書とアメリカ先住民』179-183 頁を執筆。聖書を引用しながら、アメリカ先住民の文化について 

     執筆した。 

2007.2 「食文化研究の旅：コルシカ島と北イタリアのスローフード」旅行団を引率した。 

2007.3 河北新報社による取材を受け、「小学校英語の効果・今後の在り方」の内容で特集記事が掲載された。（河北新報 2007.3.27 朝刊） 

2007.4 国際交流センターの初代センター長として、留学、海外研修旅行、国際交流活動等を組織として一元化し、その推進に努めた。カリフォルニア大学リバーサイド校、 

     カナダ・ヴィクトリア大学、韓国・釜慶大学校との留学協定を締結し、本学初の交換留学生を迎え入れる手順を整えた。（〜2009.3） 

2007.6 国際交流センター ニュースレター『LA PIAZZA』創刊号の編集長を務めた。 

2007.6 宮城県中新田高等学校の生徒を対象に模擬授業を行った。 

2007.7 聖ウルスラ学院英智高等学校の生徒を対象に模擬授業を行った。 

2007.7 本学オープンキャンパスにおいて模擬授業を行った。 

2007.11 宮城県中新田高等学校の生徒を対象に模擬授業を行った。 

2007.11 国際交流センター ニュースレター『LA PIAZZA』第 2 号の編集長を務めた。 

2008.4 東北こども福祉専門学院 非常勤講師（〜2009.3） 

2008.4 近畿大学豊岡短期大学 通信教育部 非常勤講師（〜2009.3） 

2008.5 フィリピン・パッシグで開催された「第 4 回国際 SPC 教育者学会」に参加する日本代表団の団長を務めた。 

2008.6 国際交流センター ニュースレター『LA PIAZZA』第 3 号の編集長を務めた。 

2008.7 山形県天童高等学校の生徒を対象に模擬授業を行った。 

2008.7 聖ウルスラ学院英智高等学校の生徒を対象に模擬授業を行った。 

2008.7 本学オープンキャンパスにおいて模擬授業を行った。 



 

2008.10 石巻市立女子高等学校の生徒を対象に模擬授業を行った。 

2008.10 宮城県角田高等学校で実施された進路別ガイダンスの講師として、同校１〜２年生を対象に大学における英語の模擬授業を行った。 

2008.11 国際交流センター ニュースレター『LA PIAZZA』第 4 号の編集長を務めた。 

2009.2 「国際教養現地実習：シンガポール国立大学」旅行団を引率した。 

2009.4 教員特別研修（サバティカル）（アメリカ・スタンフォード大学客員研究員等）（〜2010.3） 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ   サイトウ  エ イ  

氏   名  斉 藤 え い  
職   名  講師  

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位   文学修士    

 (大学名）     上智大学          （取得年月） 1973 年 3 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

キリスト教学ＩＡ・ⅠB の講義における工夫 2006.4～ 

 

 講義の始めに、毎時間、静かな音楽を流し、学生が心を落ち着かせてい

る間に、マザー・テレサあるいは思想家の短い言葉を読み聞かせて、自分

を振り返る「沈黙の時間」を設けてきた。その結果、毎時間書いてもらう出

席カードから、学生たちは、落ち着いた心の状態で講義に臨み、聖書のみ

言葉の中から、イエス・キリストの人柄、教えを感じ取り、人間として大切

なことを学んで、自分の生き方として取り入れていこうという方向性を持つ

ようになったことが伺われるようになった。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 単著

共著

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 

該当頁数 

 

[著書] 

［論文］ 

１. パウロ－ダマスコへの道－ 

2． 『大いなる遺産』を読む－真の人間的価値を 

    求めて－      

3.  『ドンビー父子』－ドンビーの虐待の実態と 

原因― 

 

４． 『二都物語』にみられるキリストの教え 

 

 

 

 

 

単著 

 

単著 

 

単著 

 

単著 

 

 

 

 

 

2009.3 

 

2009.3 

 

2008.3 

 

2006.3 

 

 

 

 

 

仙台白百合女子大学カトリック

研究所論集 第 13 号  

東北大学英語文化比較研究

会 Kawauchi Review ＶＩＩＩ号

東北大学英語文化比較研究

会 Kawauchi Review  VII 号

東北大学英語文化比較研究

会 Kawauchi Review   V 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

181-196 頁 

 

23-３６頁  

 

26-39 頁  

 

129-１４２頁 

 

 



 

[講義ノート] 

１.  マザー・テレサの言葉                

 

2．  学生が感じ取ったイエスの人柄 

単著 

 

単著 

2008.3 

 

2007.3 

仙台白百合女子大学カトリック

研究所論集 第 12 号  

仙台白百合女子大学カトリック

研究所論集 第 11 号 

 

183-１９５頁 

 

221-２２９頁 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

   

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本キリスト教文学会 

東北大学英語文化比較研究会  

日本キリスト教文学会東北支部 

 2004.4 

2005.4  

2007.11 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

 

 



自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ヤマ  ダ    メグミ 

氏   名   山 田   恵 
職   名  講師 

人間学部  国際教養学科  

取 得 学 位  博士（国際文化）   

(大学名）     東北大学           （取得年月） 2006 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

１． 教育内容・方法の工夫 

・マイクロソフトパワーポイントを用いた教材の作成と授業での活用 

 

 

 

 ・e-ラーニングの活用 

 

２． 作成した教科書、教材、参考書 

・『アメリカを知る技法』の共同執筆 

 

３．教育方法・教育実践に関する発表・講演等 

  

 

４．その他教育活動上特記すべき事項 

・海外研修旅行の引率 

 

・日本語教員養成課程準備委員 

 

 

2006.4～ 

 

 

 

2008.4～ 

 

2003.1.23 出版 

 

 

 

 

 

 

2006.2.12～24 

 

2006.4～ 

 

・英語科目において、解答・解説をパワーポイントを用いて提示すること

で、視覚効果を高め、授業の効率化をはかっている。また、講義科目にお

いては、教科書を用いず、パワーポイントを用いて独自に教材を作成し、

授業に活用している。 

・資格英語演習（TOEIC 対策）の授業で e-ラーニングを活用している。 

 

・アメリカ研究を志す大学生、大学院生、および一般の人を対象とした研

究手引書として出版された『アメリカを知る技法』の「ジャズエイジ」の項目

の執筆を担当した。 

 

 

 

 

・本学主催のイタリア・フランス研修旅行の引率を行った。 

 

・本学の日本語教員養成課程準備委員の一人として設置のための準備と

運営に携わっている。 

 

 

 

 

 

 

 



（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

『アメリカを知る技法』 

 

［論文］ 

ジーン・トゥーマーの「ボウナとポール」における＜

目覚め＞の意味 

 

 

解放と変革のための自己語り―ジーン・トゥーマー

の「追放から存在へ」における反人種偏重の思想

― 

 

ジーン・トゥーマーの反人種偏重の思想 

 

 

 

『中間航路』における奴隷の語りと自由の意味 

 

 

 

ジーン・トゥーマーの「果実のしなびた皮」における

エスニシティとセクシュアリティ 

 

[博士論文] 

ジーン・トゥーマー研究―混血のアメリカ人としての

アイデンティティ探求の足跡― 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

2003.1.23 

 

 

2004.3 

 

 

 

2006.3 

 

 

 

2007.1 

 

 

 

2009.1 

 

 

 

2009.3 

 

 

 

2006.3 

 

 

宝文堂 

 

 

『東北アメリカ文学研究』第 27

号（日本アメリカ文学会東北支

部編） 

 

『東北アメリカ文学研究』第 29

号（日本アメリカ文学会東北支

部編） 

 

『仙台白百合女子大学紀要』

第 11 号(仙台白百合女子大学

紀要） 

 

『仙台白百合女子大学紀要』

第13号（仙台白百合女子大学

紀要） 

 

『東北アメリカ文学研究』第 32

号（日本アメリカ文学会東北支

部編） 

 

東北大学博士論文（国博第 55

号） 

 

山田恵、他計

２7 名 

 

 

 

102-107 頁 

 

 

36-49 頁 

 

 

 

17-33 頁 

 

 

 

81-94 頁 

 

 

 

79－90 頁 

 

 

 

48－61 頁 

 

 

 

 



翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

.20 世紀アメリカにおける国民性論争の一局面――ジーン･トゥーマーのメアリー･

オースティン批判を中心に―― 

 

Jean Toomer の "Bona and Paul"における人種の表象をめぐって 

 

黒人文学における＜真正さ＞をめぐる諸問題―ジーン・トゥーマーを中心にー 

 

Ｊｅａｎ Ｔｏｏｍｅｒの未出版原稿 “From Exile into Being”における自己語り 

 

チャールズ・ジョンソンの『中間航路』における奴隷の語りについて 

2002.8.24 

 

 

2003.1.25 

 

2003.12.20 

 

2005.9.17 

 

2009.1.25 

東北アメリカ学会 2002 年度年次大会  

 

 

日本アメリカ文学会東北支部例会 

 

日本アメリカ文学会東北支部例会  

 

日本アメリカ文学会東北支部例会 

  

日本アメリカ文学会東北支部例会 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

（国内） 

日本アメリカ文学会 

東北大学国際文化学会 

日本アメリカ学会 

東北アメリカ学会 

多民族学会（ＭＥＳＡ） 

日本英文学会 

東北英文学会（日本英文学会東北支部） 

（国外） 

MLA（Modern Language Association） 

 

東北支部会計（2008.4～） 

総務（1999.7～2001.7） 

 

事務局次長（2007.7～） 

 

 

大会準備委員（2009.4～） 

 

1993 

1995 

1997 

2000 

2006 

2009 

2008 

 

1998 

 

 

 

 



Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

１．非常勤講師 

尚絅女学院短期大学非常勤講師（2006.9～2007.3） 

宮城学院女子大学非常勤講師（2007.4～） 

 

２．公開講座・講演会講師 

東北大学大学院国際文化研究科同窓会主催講演会講師「国際文化と国際教養」(2006.3.24) 

仙台白百合学院高大連携事業「土曜講座」講師「多民族社会アメリカを理解するために―アメリカ研究入門―」（2006.8.26） 

仙台西高等学校出張講義講師「多民族社会アメリカを理解するために」(2009.3.17) 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    クマ ガイ ハル コ 

氏   名   熊 谷 治 子 
職   名  助教 

人間学部   国際教養学科 

取 得 学 位  修士(文学)    

（大学名）      白百合女子大学      （取得年月） 1999 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.第二外国語としての英語の習得 

 

 

 

 

2.白百合しゃべり場（卒業論文・大学院進学アドバイス） 

 

 

 

 

 

3.総合英語 

2001 

 

 

 

 

2001 

 

 

 

 

 

2007 

 

フランス語を第一外国語とする大学仏文科の一年生に、英語運用の基本

的なスキルの習得のための工夫を試みた。フランス語と英語の比較や文

化の違いなどの話をまじえながら、日常生活の疑似体験や視聴覚設備の

活用を通じて英語により関心を持てるような教育環境を整えた。 

 

毎月一回放課後、茶話会のスタイルで、大学教員、大学院生、学部生どう

しのアカデミックな交流の機会を企画・設定した。大学院への進学を考え

る学生向けに、卒業論文の書き方や、大学院での研究生活などのヒントと

なる話題で、ディスカッションをすることにより、教員・学生相互の研究意欲

向上を図った。 

 

まず、英語を学ぶ動機の明確化を図り、効果的な学習方法について学生

からの活発な意見を促した。中学・高校において、訓練が足りなかったで

あろうと推測される音読のトレーニングを行い、発音矯正およびリスニング

力の向上を目指した。また、毎回、音声教材を用いての単語テストを行

い、語彙力とリスニング力の向上を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

1.聞き手から語り手へー“I don’t hate it”の Quentin

 

2.『荒地』の音楽的側面―ワーグナーの楽劇との関

連をめぐって（第 12 回 ロゲンドルフ章受賞） 

 

3.『荒地』の音楽的側面―ワーグナーのライトモチ

ーフをめぐって 

 

 

4.Murder in the Cathedral トーマスの越境―ドアのイ

メージを中心としてー 

 

 

5.Four Quartetsー非在の響き 

 

 

6.第三の性の仮面―『荒地』テイレシアス考 

 

 

［研究ノート］ 

1.「都市の音風景(サウンドスケープ) ―The Waste 
Land 雑音考」 

 

 

 

 

 

 

 

1999.3 

 

2000.10 

 

 

2000.12 

 

 

 

2001.12 

 

 

 

2002.12 

 

 

2004.3 

 

 

 

2003.1 

 

 

 

SELLA 28号（白百合女子大学

英語英文学会） 

Soundings 26 号（サウンディン

グズ英語英文学会） 

 

言語・文学研究センター論文

集第 1 号（白百合女子大学言

語・文学研究センター） 

 

言語・文学研究センター論文

集第 2 号（白百合女子大学言

語・文学研究センター） 

 

Proceedings 第 1 号 

（東北英文学会） 

 

Proceedings 第 3 号 

（東北英文学会） 

 

 

『英文学研究』第 80 巻  

第２号 (日本英文学会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77-85 頁 

 

103-119 頁 

 

 

27-36 頁 

 

 

 

16-23 頁 

 

 

 

14-20 頁 

 

 

14-19 頁 

 

 

 



 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1.The Waste Land の音楽的側面―ライトモチーフとしてのタロット・カード 

 

2. Murder in the Cathedral トーマスの越境― 

 

 

3.T.S.エリオット, Four Quartets 「沈黙の音楽」について 

 

4.都市の音風景（サウンドスケープ）－The Waste Land 雑音考 

 

5.テイレシアスは両性具有に生まれない、両性具有になる！？ 

1999.11 

 

2001.5 

 

 

2001.9 

 

2003.5 

 

2003.9 

日本 T.S.エリオット協会 第 12 回大会 於：成蹊大学 

 

Soundings （サウンディングズ英語英文学会）第 43 回研究発表会 

於：昭和女子大学 

 

東北英文学会 第 56 回大会 於：宮城教育大学 

 

日本英文学会第 75 回大会  於：成蹊大学 

 

東北英文学会第 58 回大会 於：弘前大学 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本Ｔ.Ｓ.エリオット協会 

日本アメリカ文学会 

東北英文学会 

サウンディングズ英語英文学会 

日本英文学会 

 1997.11 

2000.10 

2000.10 

2000.5 

2000.5 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     



 

 

３．特記事項 

中学教員専修免許(英語) 1999.3 

高校教員専修免許(英語) 1999.3 

ロゲンドルフ賞受賞 2001.5 

白百合女子大学非常勤講師 2001.4～2002.3  

東北学院大学非常勤講師   2007.4～ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 


